
令和５年度 八戸市バスケットボール協会Ｕ１２部会総会 資料

2023.4.29
皆様のご理解ご協力により、昨年度もコロナ感染症の波を乗り越えて活動を進めること

ができました。心より感謝申し上げます。今年度も様々な状況に対応しながら、みんなで

力を合わせて、子どもたちのために取り組んでいきたいと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。

Ｕ１２部会の活動として ＜ＪＢＡ Ｕ１２指導ガイドラインより＞

①子どもたちとそれに関わる全ての人がバスケットボールを通じて元気になる。

②子どもたちがバスケットボールを楽しめ、そして成長できる環境をつくる。

③バスケットボールを通じて、子どもたちの発育発達に応じた人格形成に寄与する。

１ 今年度のＵ１２部会の主な取組（これからもミニバスを継続する体制づくりのために）

（１）公的会場の使用→八戸市体育館、東体育館、南部山（２コート）を活用

※運営・会場設営の協力者が必要、県大会もご協力を

（２）年間スケジュールの検討 →１２月県大会は八戸開催 １月にスポ少大会

※新人大会はこれまで通りできない→持ち方を検討

（３）大会参加費の値上げ →今後の運営費・備品費、暖房費等に向けて

（４）組織の見直し →フレンドリーマッチの継続、通年の活動

※学校関係から離れた組織での運営へ（スタッフを募集）

（５）インテグリティーへの取組→研修会・クリーン指導宣言書・東北サマーキャンプ

（６）感染症対策の見直し

２ Ｕ１２部会組織と運営について

（１）組織･･･別紙組織案参照 ※子どもたちのために皆様のお力をお貸しください

組織の見直し（育成･指導部→育成部・指導部へ 規約の改定）

①事務局…大会運営のための要項や会場図などの作成・準備、会場準備・大会進行

②育成部…フレンドリーマッチに関わる運営・指導など

③指導部…マンツーマンの指導、コミッショナーの育成

④競技部…ＴＯに関わる備品や表示の準備 会場準備計画

⑤審判部…審判の割り当て、ルール・審判運営など

⑥庶務・経理部…会計、経理、昼食の購入など

⑦記録・式典部…トーナメント、大会記録、開閉会式運営、表彰関係など

⑧システム管理部…メール配信・対応、掲示板の管理など

※管理…機材管理

※会長、副会長…会場責任者、感染対策責任者・全体進行

○会場準備…各チーム理事 第一試合チーム関係者

○会場後始末…各チーム理事 最終試合チーム関係者

○ＴＯ補助…各チーム指導者



（２）運営について

①連絡体制…メールでの連絡と掲示板への資料掲載

②会場準備…第１試合のチーム関係者、理事の協力者

③後始末…最終試合のチーム関係者、理事の協力者

④審判・コミッショナー…可能な限り各チームから

・審判員の重要性（Ｄ級以上の帯同審判員、審判講習会の実施）

※審判をエントリーできない場合は審判協力費（今年度より７０００円）を

お願いします。

⑤チーム状況と大会参加の配慮

上位大会につながらない大会（現時点で北村杯）では

・人数が少なくなったチームの合同チーム

・人数が多いチームの A・Bの２チームについて状況を確認して行う

３ 感染症予防対策について→詳細は感染症対策部より

（１）ＪＢＡのガイドライン第６版（３．１３）を元に対策を講じて

現在の所、観客の制限は解除になるが、感染症対策はこれまでの取組を継続。

※５月のコロナ感染症が５類に変わった際には、再度の変更があるかもしれません。

（２）地域や学校などの状況に応じての開催

これまで以上に、各地区の状況に応じての対策と開催となる

４ 今年度の大会について→詳細は事務局より

（１）会長杯（６月大会）は、勝ち上がると県大会（７月１５・１６日：三沢・三戸）に

出場できる。また、１１月大会のシードとなる。県大会での結果によって冬の県大会

のシードや出場枠が決定される。

※東北サマーキャンプ（８月）は、応募したチームの中で、チーム運営や指導、これら

の大会の状況などを参考に県で推薦されたチームが参加。

（２）北村杯（７～９月大会）は、市内をブロックに分けるなどしてリーグ戦で行う予定。

９月にブロックで勝ち上がったチームで決勝大会を行う。

（３）市内ミニバスケットボール大会（１１月大会）は、県大会後、全国・東北大会につ

ながる大会。

（４）ミニバスケットボール県大会（１２月大会）は、八戸で開催。登録チーム数による

地区開催地枠もある可能性あり

（５）スポ少大会（１月大会）では、スポーツ少年団主催で県大会・東北大会まで。スポ

少登録チームのみ参加可。スポーツ少年団に登録のメリットや指導者登録、開催時期

も踏まえてご検討を

（６）新人大会（１月～）は、現在の所、次年度の５月ぐらいまでのリーグ戦を行い、そ

れを元に会長杯のシードにつなげるか、会長杯でオープン抽選とするかなどを検討

（７）フレンドリーマッチは、６年生を対象に市内各チームからの推薦選手などから、八

戸市の男女１チーム（１５名）ずつを編成し、県内で交流戦（２月頃・下北の予定）

を行う。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。



＜令和４年度 大会結果＞

第 11回会長杯 6月 25・26日 男子 ①白銀②新井田③白鴎・柏崎

7月 3日 女子 ①白銀②青潮③下長・根城

第 34回北村杯 9月 23日 男子 ＡＢ小中野 ＣＤ城下 ＥＦ白銀

ブロックリーグ 女子 ＧＨ多賀台 ＩＪ下長 ＫＬ根城

ＭＮ白銀

第 44回市内 11月 19・20日 男子 ①小中野②白銀③根岸・白鴎

ミニバス大会 26日 女子 ①白銀②下長③根城・多賀台

12月 17・18日 男子 小中野 白銀 県大会出場

女子 下長 県大会出場

白銀 県大会第 4位

3月 11・12日 女子 白銀 東北大会（山形）

Ⅵグループ優秀賞

第 44回新人大会 1月 21・22日 男子 ①白銀②新井田③根岸・白鴎

28日 女子 ①南郷②柏崎③下長・小中野

※スポ少大会 12月 3・4日 男子 ①白銀②白鴎③柏崎・小中野

10日 女子 ①下長②白銀③青潮・根城
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